
�◆
東
京
◆　
「
講
演
も
い
い
が
、
ラ
ジ
オ
も
楽
し
み
」
と
い
う

方
が
結
構
お
ら
れ
ま
す
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ラ
ジ
オ
深
夜
便
（
第
一
、

Ｆ
Ｍ
、
国
際
放
送
）
は
中
高
年
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て
す
で
に

「
老
舗
」
の
風
格
で
す
が
、
こ
の
と
こ
ろ
人
気
づ
い
て
き
た
の
が
、

L
ife

Ｔ
Ｂ
Ｓ
の
「
文
化
系
ト
ー
ク
ラ
ジ
オ 
   
」
で
す
。
放
送
は
ま

だ
月
末
の
日
曜
深
夜
ラ
イ
ブ
一
回
の
み
。
個
性
派
若
手
論
客
の

自
由
な
ト
ー
ク
は
ま
た
違
っ
た
視
角
を
提
供
し
て
く
れ
ま
す
。

　

３
月
の
講
演
会
は
、
丹
羽
宇
一
郎
氏
（
前
中
国
大
使
・
元
伊

藤
忠
商
事
会
長
）、
中
岡
望
氏
（
東
洋
英
和
女
学
院
大
学
教
授
）、

三
戸
岡
道
夫
氏
（
作
家
、
元
協
和
銀
行
副
頭
取
）、
川
本
裕
子
氏

（
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
授
）、
原
田
泰
氏
（
早
稲
田
大
学
大
学

院
教
授
）
を
お
招
き
し
ま
す
。

　

新
会
員
を
紹
介
し
ま
す
。
瀧
口
勝
行
・
国
際
経
済
フ
ォ
ー
ラ

ム
代
表
。 

（
塚
田　
紀
史
）

　

経
済
倶
楽
部
便
り
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中
部
◆　
　

年
ぶ
り
に
名
古
屋
駅
か
ら
蒸
気
機
関
車
（
Ｓ

２７

Ｌ
）
が
白
煙
と
と
も
に
発
車
。
沿
線
に
は
２
日
間
の
実
験
走
行

で
４
万
人
の
人
が
詰
め
か
け
ま
し
た
。
こ
の
と
こ
ろ
イ
ベ
ン
ト

の
乏
し
い
名
古
屋
圈
で
は
久
々
の
明
る
い
話
で
す
。「
魅
力
あ

る
名
古
屋
作
り
」
に
頭
を
ひ
ね
る
河
村
た
か
し
市
長
の
音
頭
取

り
で
実
行
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
で
す
が
、
総
費
用
は
約
４
０
０
０

万
円
。
Ｓ
Ｌ
（
Ｃ　

型
）
の
要
員
も
、
今
回
は
Ｊ
Ｒ
西
日
本
か

５６

ら
の
借
り
物
。
計
画
の
そ
も
そ
も
の
背
景
に
は
第
三
セ
ク
タ
ー
、

名
古
屋
臨
海
高
速
鉄
道
の
経
営
再
建
策
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
２
日
間
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
は
盛
り
上
が
り
ま
し
た

が
、
煙
を
嫌
が
る
沿
線
の
声
も
聞
か
れ
、
通
常
運
行
に
は
い
く

つ
も
の
壁
が
あ
り
そ
う
で
す
。
も
っ
と
も
４
月　

日
に
任
期
満

２７

了
、
市
長
選
を
控
え
て
い
る
河
村
市
長
に
は
い
い
話
題
作
り
に

な
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

３
月
の
定
例
講
演
会
は
、
泉
谷
渉
・
産
業
タ
イ
ム
ズ
社
長
、

中
野
剛
志
・
元
京
都
大
学
大
学
院
准
教
授
、
吉
崎
達
彦
・
双
日

総
合
研
究
所
副
所
長
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

（
日
暮 
良
一
）
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